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参葡腸放鳥選挙投票眉も月26Ｂ

這担嘉患享王墓壷去蓮
投
票
所
入
場
券
は

ハ

ガ

キ

で

送

り

ま

す

六
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
す
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
所
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
投
票
所
入
場
券
に
は
、

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
を
記
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
投
票
の
前
に
も

う
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

☆
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
入
場
券
は
「
ハ
ガ
キ
」
で

各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
一
枚
の
「

ハ
ガ
キ
」
に
同
居
の
有
権
者
を
四
人

ま
で
記
入
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
投
票
所
に
お
い
で
の
と
き
は

き
り
と
り
線
に
そ
っ
て
自
分
の
入
場

券
だ
け
を
切
り
と
り
投
票
所
に
こ
ら

れ
る
よ
う
お
顔
い
し
ま
す
。
投
票
所

入
場
券
は
投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
下
さ
い
。

☆
あ
な
た
の
投
某
所
は
入
場
券
で
た
し

か
め
て

投
票
所
入
場
券
に
、
あ
な
た
が
投

票
で
き
る
投
票
所
を
記
載
し
て
お
り

（投票時間）午前7時一午後6時

投票所名 ！ 場　 所
地　　　　 区　　　　 名

第1投票所 水巻町立 立屋敷、伊左座、みずほ団地、二、二町
伊左座小学校講堂且 ＿王三、下二町住、入江興産、林住宅

第2脚 ｉ芸警芸芸園
吉田－、吉田二、吉田団地

那 投新 鹿 豊 禦
吉田三、美吉野団地、鯉口団地

第4投票所
水巻町民会館 ｌ頃末、机、高尾馳 二社区

那 投節 度禁 固　 賀、新生街、梅ノ木馳 古蜘

削 投斬 ｊ孟 下 松団地、おかの台

那 脚 ｌ悪霊票芸志 ‾ｈ‾
樋口、猪熊、猪熊町住

ま
す
。
と
く
に
今
年
町
内
転
居
さ
れ

た
方
は
投
票
所
を
確
認
さ
れ
、
入
場

券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ガ
キ
」
は
現
住
所
に
送
っ
て

い
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
作
成
の
関

係
で
投
票
所
は
旧
住
所
の
区
域
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
五
月
二
十
五
日
以

降
に
転
居
（
町
内
）
さ
れ
た
万
は
、

投
票
日
に
は
転
居
前
の
住
所
に
該
当

す
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

☆
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
1
1

選
挙
の
資
格
が
あ
っ
て
投
票
日
三

日
前
ま
で
に
投
票
所
入
場
券
が
届
か

な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

☆
投
票
所
入
場
券
を
勅
失
し
た
人
は

入
場
券
を
紛
失
し
た
人
は
、
投
票

当
日
印
鑑
を
持
参
し
投
票
所
の
事
故

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ｉ
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Ｌ

Ａ
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－
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・

7

一㌦豊㌍㌣‾く・も　　　資格のある人

44′■■■ヽ

昭和38年6月27日までに生まれた人で、

－∴－∴∴、∴∴∴、三

投
票
日
に
旅
行
や

入
院
で
不
在
な
人

投
票
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
次
の
よ
う
な

方
に
は
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
投
票
で

き
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
投
票
日
に
水
巻
町
外
で
職
務
又
は

業
務
に
従
事
す
る
人

◎
投
票
日
に
や
む
を
え
な
い
用
務
又

は
事
故
で
水
巻
町
外
に
旅
行
中
か
滞
在

中
の
人

㊥
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
障
害
、
産

樽
の
た
め
歩
行
で
き
な
い
人
で
、
指
定

さ
れ
た
病
院
に
入
院
中
の
人

④
交
通
困
難
な
島
な
ど
に
滞
在
中
か

職
務
に
従
事
中
の
人

※
不
在
者
投
票
は
、
役
場
又
は
指

定
さ
れ
た
病
院
で
で
き
ま
す
。
受
付

は
。
、
毎
日
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
年

後
5
時
ま
で
。
（
土
・
日
曜
日
も
で

き
ま
す
。
）

郵
便
に
よ
る
投
票

身
体
障
害
の
た
め
投
票
所
へ
行
く
こ

と
が
困
難
な
人
は
、
「
郵
便
投
票
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
前
も
っ
て
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
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人。

“和一イダヽ＿′クも、クキーゲ

ｒＨ‾日日．‾一‾…‥‾‾日日

こ
の
一
票

暮
し
と
政
治
に

か
け
る
橋
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差
別
を

な
く
す
た
め
に

⑤

（醐
摘
綽
桐
現
況
届
受
付
中

1
1
⊥
期
限
は
6
月
3
0
日
ま
で
　
ー

残　まひ・1　もな　　わ　　　回

、三

昌ｉ　づ

一昭祁55年7月実施の社会意識調査－
（調査対象者町内有権者488名）
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こ
の
調
査
は
今
か
ら
二
年
半
前
に
し
た
も
の
で
す
が
、
ほ

ん
ど
の
人
が
、
何
ら
か
の
形
で
部
落
差
別
は
残
っ
て
い
る
と

こ
た
え
て
い
ま
す
。
又
研
修
会
に
「
出
席
し
た
こ
と
が
な

い
」
と
答
え
て
い
る
約
七
〇
％
の
人
た
ち
に
対
す
る
行
政
の

と
り
組
み
と
し
て
、
更
に
効
果
的
な
啓
発
活
動
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
を
も
の
語
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
　
（
旧
法
）
が
5
7
年
3
月
3
1
日

で
廃
止
さ
れ
新
し
く
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
は
変
り
ま
し
た
が
大
事
な
こ
と
は
旧

法
と
同
じ
で
す
。

新
法
が
制
定
さ
れ
た
時
に
国
の
同
和
対
策
協
議
会
よ
り
、

「
旧
法
施
行
後
十
三
年
間
、
地
域
住
民
の
生
活
状
況
の
改

善
向
上
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
ま
た
国
民
の
同
和
問

題
に
関
す
る
理
解
度
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
半
面
、
同

和
問
題
は
、
永
年
に
わ
た
る
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過

程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
容
易
に
解
決

し
得
ず
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
何
よ
り
も
望
ま
れ
る
』
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
、
こ
の
面
に
つ
い
て
町
と
し
て
の
重
点
的

な
啓
発
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
勿
論
で
す
が

住
民
の
皆
さ
ん
も
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

み
、
一
日
も
早
く
部
落
問
積
が
解
決
す
る
よ
う
に
、
ひ
と
り

ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

五
回
に
分
け
て
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
ほ
ん
の
一
握
り
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
を
途
中
か
ら
読
ま
れ
た
方
で
最
初
か
ら
も
う
一

度
読
み
直
し
た
い
方
は
「
ま
と
め
版
」
を
作
っ
て
お
り
ま
す

の
で
町
同
和
対
策
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（

審

2

0

1

・

4

3

2

1

）

児
童
手
当
、
特
例
給
付
を
受
け
て
い

る
万
は
、
6
月
3
0
日
ま
で
に
、
現
況
届

を
役
場
老
人
児
童
係
に
提
出
し
て
下
さ

い
。
こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
状
況
、
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
毎
年
行
な
い
ま
す
。

届
出
が
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
6
月
分
以
降
の

受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
持
参
す
る
も
の

。
印
鑑

。
5
。
。
年
度
町
県
民
税
特
別
徴
収
税
額

通
知
書
（
給
与
所
得
の
人
）

。
5
8
年
度
町
県
民
税
納
税
通
知
書
（

自
営
業
等
の
人
）

。
届
出
書
（
児
童
係
に
あ
り
ま
す
）

な
お
、
5
8
年
1
月
1
日
水
巻
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
な
い
方
は
、
前
住
所
の

役
所
か
ら
、
5
8
年
度
の
所
得
証
明
（
児

童
手
当
用
）
の
交
付
を
受
け
持
参
し
て

下
さ
い
。

障
害
者
医
療
証
の
切
替
え

今
年
は
、
三
年
に
一
度
の
障
害
者
医

療
証
の
更
新
の
年
で
す
。

現
在
お
持
ち
の
医
療
証
（
桃
色
）
は

六
月
三
十
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す

の
で
次
の
日
程
に
よ
り
医
療
証
の
更
新

を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
6
月
2
9
日
、
3
0
日

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
持
っ
て
く
る
も
の

①
障
害
者
医
療
証

⑧
保
険
証

㊥
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
、
障
害
の

認
定
に
必
要
な
書
類

何
印
鑑

▽
注
意
事
項

。
こ
の
切
替
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

障
害
者
医
療
に
つ
い
て
も
行
い
ま
す

。
切
替
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

の
写
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
役
場
4
番
窓
口
で
コ
ピ
ー
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
国
保
年
金

係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（

魯

2

0

1

・

4

3

2

1

）



ｍｌ冊　暗和58年6月10日冊冊冊…冊胴…冊冊Ⅲ冊冊　虐坤ｄ除去森岳（4）

腰
水害に対する備えを

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た

が
、
あ
な
た
の
水
害
に
対
す
る
備
え
は

も
う
で
き
て
い
ま
す
か
。

町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水
害
を

防
ぎ
、
ま
た
住
民
の
被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
各
関
係
機
肉
が
集
ま

っ
て
「
水
巻
町
水
防
協
議
会
」
を
五
月

二
十
五
日
に
開
催
し
、
水
防
計
画
を
検

討
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
水
防
計
画

を
ま
と
め
ま
し
た
。
も
し
、
水
害
が
起

っ
た
場
合
、
自
分
の
避
難
場
所
な
ど
覚

え
て
お
き
、
あ
わ
て
ず
に
行
動
し
ま
し

よ
，
つ
。

自
分
の
避
難
場
所
は

覚
え
て
お

町
水
防
協
議
会
で
は
、
溢
水
の
お
そ

れ
が
あ
る
河
川
や
、
土
砂
く
ず
れ
、
落

石
の
お
そ
れ
が
あ
る
山
な
ど
、
町
内
の

重
要
水
防
区
域
及
び
危
険
箇
所
を
次
の

表
の
と
お
り
指
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
た
め

に
緊
急
避
難
場
所
も
指
定
し
て
お
り
ま

き

ま

し

ょ

う

／

す
。
梅
雨
に
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩

れ
や
地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。特

に
、
最
近
で
は
宅
地
の
需
要
増
な

ど
か
ら
、
危
険
な
が
け
の
近
く
や
山
林

を
開
発
し
た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
人
家
へ
の

影
響
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

非
常
事
態
に
は
、
次
の
と
お
り
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の

家
庭
で
も
〝
い
ざ
″
と
い
う
と
き
に
備

え
て
、
避
難
方
法
や
避
難
場
所
な
ど
を

家
庭
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水　防　信　号　表
ブ計 ＼＼ぜ分 サ イ　レン信号 説　　　　　 明

第 1 信号
約 5秒　 約15秒　 約 5秒　 約15秒 警戒水位に達した事

Ｃ）－休止　　　 〇一休止 を知らせる場合

第 2 信 号
約 5秒　 約 6秒　 約 5秒　 約 6 秒 消防Ｉ軋貝が全員出動

Ｃ）一休止　　　 〇一休止
すべき事を知らせる

場合

第　 3 信 号

約10秒　 約 5秒　 約10秒　 約 5秒

水防管理団体の区域

内に居住する者が水

0 －休止　　　 Ｃ）一休止
防の応接のために出

勤すべき事を知らせ

るもの

第 4　信 号

約 1分　 5秒　 約 1分 必要と認める区域内

（二）－休止　　 〇一
の居住者に避難すべ

き碧を知らせるもの

7
月
中
旬
に
局
地
的
な
大
雨

8
月
に
台
風
は
2
個
ぐ
ら
い
接
近

福
岡
管
区
気
象
台
が
五
月
二
十
日
、

九
州
北
部
・
山
口
地
方
の
六
月
か
ら
八

月
ま
で
の
三
カ
月
予
報
を
発
表
し
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
る
と
、
九
州
北
部
の
梅
雨

入
り
は
平
年
（
六
月
六
日
〕
並
み
か
、

や
や
遅
く
、
そ
の
後
は
延
々
と
蒸
し
暑

い
中
休
み
が
続
き
、
雨
量
は
や
や
少
く

な
り
そ
う
だ
。
例
年
だ
と
、
六
月
下
旬

か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
前
線
活
動
が
活

発
化
、
九
州
各
地
に
大
雨
を
降
ら
せ
る

が
、
今
年
は
こ
の
時
期
も
青
空
が
続
き

中
旬
ご
ろ
局
地
的
蒙
雨
が
あ
り
、
梅
雨

明
け
は
平
年
（
七
月
十
八
日
）
並
み
か

や
や
早
め
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
6
月
の
予
報
）

蒸
し
暑
い
晴
天
の
日
が
多
い
。
上
旬

後
半
に
梅
雨
入
り
し
て
、
雨
模
様
と
な

る
。

（
7
月
の
予
報
）

引
き
続
き
晴
天
が
多
い
が
、
梅
雨
末

期
に
は
局
地
的
な
豪
雨
の
降
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
梅
雨
明
け
後
は
、
夏
型
の
晴

天
。（

8
月
の
予
報
）

前
半
は
暑
い
晴
天
が
多
く
、
後
半
は

寒
気
が
は
い
っ
て
不
安
定
な
天
気
と
な

る
。
九
州
に
影
響
す
る
台
風
は
一
～
一
一

個
の
見
込
み
。

水害等による緊急避難場所

区　　　 名
避　 難　 場　 所

第　 1　 叢　 書 第　 2　 避　 難

立　　 屋　　 敷 公　　 民　　 館 伊左 座 小 学 校

伊　　 左　　 座

み　ず ほ　団地

水巻 商 中 学 校
八軒紬社 ・偵行書

二　　 町　　 住 八軒神社 ・公民館

林 ，住　 宅 伊 左 座 小 学 授

下 蛮春 繭㌔ 学 琶

下　 二　 町　 住 公　　 民　　 館

入　 江　 興　 産 入 江 共 産 社 宅

吉　 田　 団　 地 集　　 会　　 場 吉 田　 小　学 ・校

吉　　 田　　 一 公　　 民　　 館

吉　　 田　　 二 薫聖 像 溜 笥

吉　　 川　　 三 河守神社 ・公民館

美 青 野 団地 － －

噴　　 東　　 南
噴 末　 小　学　 校

頃末 ・机 ・水中の

各学校頃　　 東　　 北

紬 机　 ′ｊ、　学　 校 書八　小　 学　 校

古　　　　　 賀 公　　 民　　 館

新　　 生　　 街 水 巻　 中　学　 搾 水　巻　中　学　 梗

樋　　　　　 口 公　　 民　　 館 結 熊　 小　学　 校

姥　　　　　 熊 鷹見神社 ・公民館 猪熊小 ・鷹巣神社

賭　 熊　 ■丁　住 公　　 民　　 館 猪 熊　 小　学　柁

鰹　 Ｈ　 田　 地 甥「末　 小　学　 校 璃 末　 小　学　 校

机社宅 ・富ノ下 公　　 民　　 館

古　　 井　　 区 古 賀区供用施設 水　巻　 中　学　 柁

古　 賀　 団　 地

梅 ノ木団地 舎 水巻中央幼稚園

高　 松　 用　 地 － －

高　 尾　 団　 地 － －

お　 か　 の　 台 － －

〇第1避権は部分的災書を想定した1■合で近くの公共施設
等に一時収容する。

〇第2避■は非鴛時態が発生し、遺書川堤防潅水、決壊等
最悪の場合。



危険山林箇所

位　　　　 置
予 想 され る危 険

大　 字 小　　 字

1 猪　 熊 中　　 山 土 砂 くず れ ・落 石

2 猪 ，熊 神 ！ 手 ケ　　　　　　　　　ケ

3 猪　 熊 犬　　 上 ケ　　　　　　　　　ノタ

4 猪　 熊 十 三 塚 ケ　　　　　　　　　ク

5 古　 賀 赤　　 水 ケ　　　　　　　　　〃

6 古　 賀 卯　　 月 ク　　　　　　　　　ーケ

7 古　 賀 卯　　 月 ケ　　　　　　　　　〃

8 古　 賀 社　　 林 〃　　　　　　　　　〃

9 古　 賀 江 後 ノ上 〃　　　　　　　　　ケ

1 0 頃　 末 釜　 ケ　 谷 ケ　　　　　　　　　ケ

1 1 頃　 末 大　　 平 一ケ　　　　　　　　　　ケ

1 2 机 泉　 ノ　 元 ク　　　　　　　　　ーケ

1 3 ネ八・噴 末 明 神 ケ辻 ケ　　　　　　　　　〃

14 吉　 田 野　　 添 〃　　　　　　　　　ク

1 5 吉　 田 押 給 地 ケ　　　　　　　　 〃

1 6 青　 田 宮　　 尾 ケ　　　　　　　　　′シ

1 7 吉　 田 岩　 ノ　 ロ ケ　　　　　　　　　ノク

18 吉　 田 ヌ メ リ石 〃　　　　　　　　　ク

1 9 嘆　 末 長　　 池 〃　　　　　　　　　〃

20 古　 賀 足　　 谷 崩　 壊 ・落　 石

2 1 頃　 未 東 河 原 ノシ　　　　　　　　　ケ

2 2 青　 田 苗 代 谷 ク　　　　　　　　　〃

23 吉　 田 後　　 谷 ク　　　　　　　　　ク

24 青　 田 ヌ メ リ石 土 石 流

ｌ腑Ⅲ腑Ⅲ冊ｌ冊腑Ⅲ刷Ⅲ…Ⅲ肌用昭和58年6月10日　冊間相川ｉ

溢水等の危険が予想される河川

河　 川　 名 個　　 所　　 別 予想 される危険

．堀　　　 川 吉田ノ一 ・二 ・三一帯700ｍ 溢　　　　　 水

羅　 漢　 川 吉田ノ二（本村、滑石、御輪地）一帯300ｍ 溢 水 及 び埋 没

山　 田　 川 頃未先寓から中組一帯200ｍ 溢　　　　　 水

鯉　 口　 川 鯉口地区一帯100ｍ ノン

大　 平　 川 頃末南区鹿児島本線 ぞい一帯 ケ

●土石流、地すべり、がけ崩れとは、どんなものでしょうか？

．－4ｈｄヽ．ｔ．一ｈ〃ｈｔｈ－4－4ｂ4．．4．1も′－．－．一ヽｄｈ′－＿ｌｔ4ｈ〃ｈ－ｌ－′ｈｄ．°．．4ｈ4ヽ4ｔ－ｔ＿4ヽ4ｈ．ｔ－4－ｆｈ4－．．ｔ4ｈｄｈｔ一°4…ｄｌ＿4もーヽ4ｈ

まつだ　　しげる

松田　　繁ちゃん
昭和57年9月13日生

（真由葉）さんの次男

2歳になったばかりのお兄ち

やんに、おもちゃを取られてい

つも泣いています。お兄ちゃん

に負けないように強くたくまし

いしい　あいいち

石井　要一ちゃん
昭和57年6月14日生

（裏芸）さんの長男

丸々お目目の愛一君だ－い。

僕、外で遊ぶのがとても好きな

んだ。もう体中小麦色に焼けち

ゃった。だから毎日天気だとい

ｉ　く育ってネ！（おかの台11棟）　　いな。　　（吉田団地75棟）
°．ｌ．ｔ．ｔ▼ｔ．一ｔ▼ｔｒｔ▼－ｌ．－▼．．ｔｌ．ｔ．．▼－ｌ‾－▼ｔｐｔｌ‾－‾ｔＦｔ．‾ｔ‾ｌ′ｔ，ｔ▼．ｌ°1…ｔｌ°ｔｒｔ，ｔ－41°ｔｒ－▼．－．ｔ′ｔｌ‾－．ｌ…ｔｌ．1°ｌ′ヽ

●危険なときには勇気を持って避難しましょう。

長崎災害をはじめ全国各地の災害実例から、危険

時に自分の命を守るためには勇気ある避難が大切

な土砂災害対策の一つであることを教えています

五
月
十
九
日
、
お
ん
が
自
動
車
学
校

で
は
、
水
巻
中
央
幼
稚
園
の
年
長
組
さ

ん
を
集
め
て
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

今
日
の
先
生
は
、
折
尾
警
察
署
の
婦

警
さ
ん
。
通
園
バ
ス
の
乗
り
降
り
の
仕

方
や
腹
話
術
で
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
の
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

み
ん
な
－
通
路
は
横
断
歩
道
を
渡
り

自
転
者
は
正
し
く
乗
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
お
ん
が
自
動
車
学
校
で
は
、

毎
年
交
通
安
全
教
室
を
開
い
て
い
ま
す

（交
通
安
全
教
室

水
巻
中
央
幼
稚
園
児
が
参
加



く
ら
し
の
情
報
一
拍
㌍
㌍
0
6
。
類
轟
薫

水
巻
町
「
少
年
教
室
」
を
開
設

昭和58年6月10日つ附…Ⅲ冊ｍｍ棚Ⅲ皿酬肌旧ⅢⅢ旧ｌｌ紺冊ｉｌｉ

次
第
を
に
な
う
少
年
た
ち
が
、
の
び

の
び
と
し
た
自
然
環
境
の
中
で
集
団
生

活
を
通
し
て
、
豊
か
な
情
操
を
養
い
、

自
律
・
協
同
・
友
愛
な
ど
の
尊
さ
を
学

び
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
少
年
の

育
成
を
願
っ
て
次
の
と
お
り
「
少
年
教

室
」
が
、
町
教
育
委
員
会
主
催
で
開
設

さ
れ
ま
す
。

▽
期
間
及
び
会
場

7
月
2
2
日
か
ら
8
月
2
6
日
ま
で
の

間
に
二
泊
三
日
の
研
修
を
十
回
程
度

行
な
い
ま
す
。
会
場
は
、
福
岡
県
立

少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

▽
参
加
対
象
と
人
員

○
町
内
に
在
住
す
る
中
学
生
及
び
小

学
生
（
五
二
ハ
年
生
）
男
女
で
、
開

設
期
間
中
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

〇
四
十
人
程
度

▽
申
込
み
期
限

児
童
図
書
の
貸
出
し

町
教
育
委
員
会
で
は
、
県
立
図
書
館

の
図
書
を
町
内
の
万
が
手
軽
く
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
児
童
図
華
二
百
冊

の
貸
出
し
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
本
を
一
般
に
貸
出
し
い
た
し
ま

す
の
で
、
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
尋

ね

く

だ

さ

い

。

（

暫

2

0

1

・

0

4

0

1
）
図
書
貸
出
し
は
、
六
月
二
十
四
日

か
ら
で
す
。

六
月
二
十
二
日
（
水
）
、
午
後
五

時
ま
で
に
、
電
話
で
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
へ
　
（
審
2
0
1
・
0
4
0

1
）

▽
申
込
み
方
法

○
参
加
児
童
の
学
校
名
、
学
年
組

○
保
護
者
の
住
所
、
電
話
番
号

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決

定
し
、
該
当
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。消

防
設
備
士
試
験

▽
試
験
日

。
0
月
7
日
（
日
）

▽
会
　
場

福
岡
市
及
び
北
九
州
市

▽
受
付
場
所
及
び
期
間

○
北
九
州
市
消
防
局

6
月
㌘
日
、
2
8
日

○
福
岡
県
消
防
防
災
課

6

月

か

日

、

3

0

日

▽
郵
送
の
場
合

福
岡
県
消
防
防
災
課
で
6
月
2
8
日
の

消
印
ま
で
受
付
ま
す
。

※
試
験
に
伴
う
準
備
講
習
会
が
7
月
中

旬
に
田
川
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま

す
。詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
遠
賀
郡

読
書
会
の
お
き
そ
い

本
を
読
む
楽
し
さ
、
そ
れ
に
そ
の
本

に
つ
い
て
語
り
合
う
楽
し
さ
を
加
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

一
冊
の
本
で
も
い
ろ
ん
な
個
性
、
感

性
が
受
け
取
っ
た
も
の
は
少
し
つ
つ
違

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

を
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
読
書
も
味

わ
い
深
い
も
の
と
な
り
、
人
間
と
し
て

生
き
方
、
考
え
方
を
学
び
合
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

本
を
読
む
の
が
好
き
な
方
、
話
し
合

っ
て
み
よ
う
か
と
患
わ
れ
る
万
、
読
書

会
で
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
一
人
で
読
む
の
と
違
っ
た
お

も
し
ろ
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▽
と
　
き
　
毎
月
一
回
第
二
金
曜
日

午
前
1
0
時
～
1
2
時

▽
と
こ
ろ
　
水
巻
町
民
会
館
和
室

※
連
絡
先

波
多
江
昭
子
（
み
ず
ほ
団
地
五
一
四

号

　

審

2

0

1

・

4

9

9

5

〕

松
崎
弘
子
（
吉
田
本
村
　
蜜
2
0
2

・
0
5
2
7
）

渡
辺
イ
ス
ズ
（
伊
左
座
　
食
2
0
2

・
2
6
3
3
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

同
好
会
員
募
集

水
巻
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会
で
は

次
の
と
お
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。
多
く

の
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
木
・
土
曜
日

1
9
時
か
ら
2
1
時
ま
で

▽
場
　
所
　
水
巻
町
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
（
役
場
横
）

▽
年
　
令
　
3
0
歳
ま
で
の
方

※
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
水
道
課

荒
巻
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

交
通
共
済
組
合
の
総

代
を
改
遷
し
ま
す
．

北
九
州
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
の

水
巻
町
総
代
候
補
者
と
し
て
、
次
の
三

人
の
万
が
総
代
選
考
委
員
会
か
ら
推
せ

ん
さ
れ
ま
し
た
。

候
補
者
に
つ
い
て
異
議
の
あ
る
組
合

員
の
万
は
、
六
月
二
十
九
日
ま
で
に
文

書
で
選
挙
管
理
者
（
住
民
課
　
杉
本
勝

人
）
　
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〔
総
代
候
補
者
〕

藤
崎
　
正
志

苫
田
サ
カ
エ

粟
川
タ
ツ
エ

水
巻
町
大
字
二

水
巻
町
大
字
下
二

水
巻
町
大
字
頃
末

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
　
※
申
込
み
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と

で
は
、
巡
回
結
婚
相
談
を
次
の
と
お
　
　
は
福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談

身
障
者
の
み
な
さ
ん
へ

「
巡
回
結
婚
相
談
」

の
お
知
ら
せ

』

り

行

な

い

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

所

（

審

0

9

2

・

7

5

1

・

3

2

▽
日
時
　
6
月
3
0
日
（
木
）
　
　
　
　
　
3
9
）
又
は
、
役
場
民
生
係
へ
お

消
防
本
部
予
防
課
魯
2
9
3
一

3
1
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

√

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
　
　
尋
ね
く
だ
さ
い
。

直
方
市
中
央
公
民
館

一
寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

頃
　
　
末
　
故
　
小
林
　
　
喬
殿

小
林
　
光
基
殿

高
松
団
地
　
故
　
模
　
ハ
ル
ヨ
殿

槙
　
清
春
殿

故
　
福
田
　
ソ
ノ
殿

福
田
　
金
碓
殿

＠
上
二
町
住
に
お
住
い
の
菊
地
喜
代
殿

よ
り
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
金
一
封
ご
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
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熱
い
日
射
の
下
熱
戦
続
く

地
区
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
の
健
康
増
進
と
地
区
間
の
交
流

を
は
か
る
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
水
巻
町
地
区
公
民
館
対
抗
社
会
人
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
五
月
二
十
二
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
吉
田
小
学
校
、

伊
左
座
小
学
校
、
水
巻
南
中
学
校
で
、

三
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
は
朝
か
ら
真
夏
を
思
わ
せ
る

強
い
日
ざ
Ｌ
が
照
り
つ
け
、
流
れ
る
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
ル
を
追
っ
て
ぶ
つ
か
り
ひ
っ
く

り
返
っ
た
り
、
ゴ
ロ
を
ト
ン
ネ
ル
す
る

珍
プ
レ
ー
や
、
プ
ロ
顔
放
け
の
ナ
イ
ス

キ
ャ
ッ
チ
に
応
援
席
か
ら
盛
ん
に
声
援

が
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

〔
吉
田
小
学
校
会
場
〕

優
　
勝
　
鯉
口
団
地

準
優
勝
　
猪
熊

〔
水
巻
南
中
学
校
会
場
〕

優
　
勝
　
高
尾
団
地

準
優
勝
　
二

〔
伊
左
座
小
学
校
会
場
〕

優
　
勝
　
下
二
町
住

準
優
勝
　
吉
田
ノ
二

中・遠少女バレーボール大会
伊左座　全試合ストレート勝ち

第1回中間・遠賀少女バレーボール大会が、去る5月15

日、中間市体育文化センタＰで16チｒムが参加して行われ

ました。

予選リーグ、決勝トーナメント戦とも全試合ストレート

勝ちの伊左座バレー少年団が見事優勝、中間市長杯を獲得

しました。

〔決勝戦〕伊左座2（芸圭＝孟）0芦屋ジュニアー

＿Ｊ喪懸射の下熱戦が繰りひろけられた

地区公民館対抗社会人ソフトボール大会

ー
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：

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

昨

年

に

続

き

猪

熊

Ｄ

一

優

勝

六
月
二
十
四
日
、
水
巻
中
央
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
（
頃
末
，
遠
賀
保
健
所
跡
）

に
お
い
て
五
十
八
年
前
期
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
二
十
二
チ
ー
ム
。
接
戦
の
末
、

昨
年
に
続
き
猪
熊
Ｄ
が
下
二
を
破
り
優

勝
し
ま
し
た
。

今
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
お
年
寄
り

の
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
－
。
参
加
チ
ー
ム

も
昨
年
よ
り
四
チ
ー
ム
増
え
、
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
チ
ー
ム

日
頃
よ
く
練
習
さ
れ
て
お
り
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
腕
前
も
年
々
上
達
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
二
位
以
下
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

二
位
　
　
下
　
二

三
位
　
猪
熊
Ｃ
、
吉
田
団
地
Ｂ

遠
賀
・
中
間
広
域
組
合
関
連
企
業

岡
垣
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
職
員
募
集

▽
職
種
　
男
子
作
業
貝
　
2
名

▽
資
格
　
2
5
歳
以
上
4
5
歳
以
下
の
男
子

▽
給
料
　
1
5
万
円
～
1
7
万
円

▽
待
遇
　
賞
与
年
二
回
、
各
種
保
険
有

ｈ
り
ノ

▽
面
接
　
毎
日
ｉ
5
時
3
0
分
か
ら
1
6
時
3
0

分
（
日
・
祭
日
を
除
く
）
ま
で
に
履

歴
書
を
持
参
の
う
え
、
お
い
で
下
さ

い

。

（

晋

2

8

2

・

5

5

3

0

）

頃
末
少
年
団
圧
勝

少
年
団
野
球
大
会

五
月
二
十
一
日
、
伊
左
座
小
学
校
に

お
い
て
第
七
回
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争

奪
少
年
団
野
球
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

頃
末
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
圧
倒
的
強

さ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ゲートボール大会風景

噴末

伊　　　　　　吉

左　　　頼

座　　　　　　　田



地
　
名
　
の
　
由
　
来
　
国
　
伊
　
左
　
座
　
州

大
銀
杏
が
高
く
そ
び
え
る
立
屋
敷
の
土
手
を
す
ぎ

る
と
、
ま
も
な
く
伊
左
座
の
家
な
み
が
堤
防
に
沿
っ

て
廻
っ
て
い
る
の
が
み
え
る
。
今
は
そ
う
で
も
な
い

が
周
囲
を
田
甫
で
か
こ
ま
れ
て
い
た
こ
ろ
は
、
あ
た

か
も
遠
賀
土
手
か
ら
離
れ
ま
い
と
す
る
か
の
よ
う
な

建
て
住
ま
い
で
、
そ
の
う
え
隣
の
立
屋
敷
や
上
二
の

よ
う
に
大
き
な
森
も
な
く
、
一
見
、
新
し
い
集
落
で

は
な
い
か
と
の
印
象
を
う
け
る
。
さ
ら
に
土
手
を
の

ぼ
る
と
今
度
は
上
二
の
田
甫
と
住
宅
が
土
手
の
下
に

つ
づ
き
、
つ
づ
い
て
伊
左
座
の
元
村
か
ら
約
四
〇
〇

は

ぶ

ち

米
離
れ
た
と
こ
ろ
に
伊
左
座
字
垣
生
地
と
い
う
北
九

州
市
の
伊
左
座
揚
水
場
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
は

伊
左
座
の
飛
地
で
あ
っ
て
南
は
中
間
市
に
接
し
、
ま

た
対
岸
は
昔
、
底
井
野
郷
垣
生
村
で
あ
っ
た
こ
と
か

あ
ぎ

ら
新
遠
賀
川
の
開
通
す
る
以
前
は
、
字
名
の
示
す
よ

う
に
こ
こ
は
垣
生
村
の
一
部
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
お
そ
ら
く
新
遠
賀
川
の
開
通
す
る
以
前
は
伊
左

座
と
垣
生
は
お
互
い
に
隣
接
し
て
い
た
が
、
寛
永
五

年
（
〓
ハ
二
八
）
の
新
川
築
堤
工
事
に
よ
っ
て
垣
生

地
は
垣
生
村
の
対
岸
に
な
っ
た
の
で
隣
接
し
た
伊
左

座
へ
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
川
幅
の
拡

張
工
事
に
よ
っ
て
元
村
の
伊
左
座
か
ら
離
れ
て
飛
地

に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
に

対
す
る
記
録
や
言
伝
え
は
な
く
、
数
少
な
い
史
料
と

地
勢
に
よ
っ
て
推
測
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
以
下
、

こ
れ
か
ら
述
べ
る
伊
左
座
の
東
側
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
旧
遠
賀
川
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
い
え

る
。旧

遠
賀
川
に
つ
い
て
は
、
立
屋
敷
と
下
二
の
間
を

流
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

ま
た
、
こ
の
上
流
は
伊
左
座
と
上
二
（
浮
島
）
の
間

を
通
っ
て
堤
防
沿
い
に
上
流
へ
向
か
っ
て
い
た
こ
と

は
、
筑
豊
線
遠
賀
川
鉄
橋
下
の
弥
生
遺
跡
に
よ
っ
て

推
測
さ
れ
る
。
な
お
福
岡
藩
に
よ
っ
て
新
川
の
築
堤

工
事
が
完
成
し
た
の
は
寛
永
五
年
で
あ
る
が
、
こ
れ

よ
り
十
数
年
後
の
正
保
年
間
（
〓
ハ
四
四
～
四
七
）

の
筑
前
困
地
図
に
は
、
こ
の
川
に
つ
い
て
「
御
牧
川

の
船
渡
し
、
広
さ
一
町
（
約
一
〇
九
米
）
、
深
さ
五

尺
（
約
一
、
五
米
）
」
と
記
る
さ
れ
て
い
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
新
川
の
完
成
し
た
あ
と
旧
川
は
埋
立
て

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
治
水
の
た
め
排
水

路
と
用
水
路
を
旧
川
の
両
側
に
設
置
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
東
側
に
排
水
緒
を
設
け
新
川
と
接

し
た
出
生
地
に
あ
る
沼
地
を
源
に
し
て
、
こ
れ
よ
り

今
の
伊
左
座
小
学
校
の
す
ぐ
西
を
流
れ
立
屋
敷
と
下

二
の
境
を
通
り
て
曲
川
へ
流
れ
込
ん
で
い
た
江
川
で

当
時
は
川
幅
五
米
の
小
川
で
あ
っ
た
が
今
は
狭
い
排

水
溝
に
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
用
水
路
は
、
こ
れ
も

垣
生
地
の
沼
地
を
源
に
し
て
伊
左
座
と
立
屋
敷
の
村

下
を
流
れ
、
机
の
三
巻
橋
の
上
こ
ろ
で
伏
越
し
（
今

は
な
い
）
に
よ
っ
て
曲
川
の
下
を
通
り
抜
け
て
、
こ

れ
よ
り
机
、
古
賀
、
猪
熊
の
潅
漑
用
水
を
ま
か
な
っ

て
い
た
山
田
川
で
、
こ
れ
も
今
は
排
水
路
に
か
わ
っ

て
曲
川
へ
流
れ
込
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二

っ
の
小
川
に
挟
ま
れ
た
間
に
旧
遠
賀
川
は
流
れ
て
い

た
よ
う
で
、
そ
の
河
川
敷
き
は
新
川
の
完
成
し
た
あ

と
換
え
地
と
し
て
伊
左
座
と
立
屋
敷
に
払
下
げ
ら
れ

て
い
る
。

な
お
用
水
路
の
山
田
川
は
、
そ
の
後
、
改
良
工
事

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
末
期
の
史
料
に
よ
れ

□
編
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
魔
2
0
1
－
4
3
2
1
）

ば
、
新
川
の
堤
防
内
に
古
賀
と
猪
熊
を
ま
か
な
う
用

水
路
を
つ
く
り
て
、
こ
れ
を
西
山
田
川
と
称
し
、
さ

き
の
旧
山
田
川
を
東
山
田
川
と
改
名
し
て
伊
左
座
、

立
屋
敷
、
机
の
潅
漑
用
水
に
あ
て
て
い
る
。
ま
た
こ

の
上
流
は
、
中
間
の
据
川
か
ら
取
水
を
し
て
垣
生
地

で
東
西
の
山
田
川
に
分
水
が
で
き
る
よ
う
に
改
良
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
長
　
柴
　
田
　
貞
　
志

前
号
の
解
答

第七図　伊佐座附近の字図（細線は小字、太線は大字を示す）

（
賠
碁
正
解
）

白
Ｉ
と
二
子
を
捨
て
て
打

つ
の
が
手
筋
で
す
。頭

く詰将棋正解〉　3一飛、1二五、2三金、同会、1一
飛成、同五、2三桂、1二王、1一桂成、同玉、2二金

まで十一手詰め。

く解説〉　三手日に2三金と捨てるのが盲点かもしれま
せん。これさえ発見すれば以後のサバキは容易と思いま

す。

□
印
刷
　
給
か
二
間
印
刷
合
資
会
社


